
して描かれ、子どもたちに夢を与え続け

てきた。 

 しかし、今やかつての夢は科学技術の

進歩により宇宙大航海時代として現実の

ものとしてとらえられ、近い将来、子ど

もたちの手に届く時代へと変わろうとし

ている。世界の子どもたちが生きていく

未来は、私たち大人の想像を遙かに超え

た時空世界となる。 

 教育は「子どもたちの学びと未来を見

つめる」ことである。 

 子どもたちが見てきた故郷の海が世界

の大洋に続いているのと同様に、見上げ

た空は宇宙へ、今の学びは確かに未来へ

とつながっているのだ。 

 教育に携わる者には、子どもたちが成

長し生きていく時代の先にある未来をも

視野に入れ、日々の確かな学びを通し

て、未来の中で帆を拡げ航海し続ける力

を育てていく使命と責任がある。 
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 夜空を見上げると夏の星座が美しい。 

 「天空の目」として上空600kmに打ち

上げられた「ハッブル宇宙望遠鏡」の観

測データにより、宇宙は約137億年前に

誕生し今なお膨張し続けていることなど

が解明されてきた。 

 ４月には山崎飛行士、６月には野口飛

行士が国際宇宙ステーションでの任務を

果たし、地球に無事帰還。小惑星探査機

「はやぶさ」も７年60億kmの探査を終え

幾度の危機を乗り越えながら、自らは大

気圏に燃え尽きることで観測カプセルを

地球に届けた。金星探査機「あかつき」

の小型ソーラー電力セイル実証機である

「IKAROS（イカロス）」はその帆を拡げ

太陽光を受けて順調に宇宙航海を続けて

いる。 

 これまで人類にとって、天空は神とし

て祈りの対象であった。そして、航海の

道標にもなった。宇宙の旅は空想世界と

 どのような出前講座の依頼がありますか？ 
校内研修・各種研究会の充実や自校課題を解決す

るきっかけづくりのために依頼されるケースが多い

です。本年度実施した出前講座の主な内容は以下の

とおりです。 

                 「教えて考えさせる授業」 
                 「発達障害等の子ども理解」 

                  「カウンセリング」 
                  「情報教育」 
                  「複式教育」 
                  「各教科指導」 など 
 

 申込み時の留意点はありますか？ 
 まず、出前講座を依頼するねらいを明確にし、参

加者に共有していただくことが大切です。そのこと

で、短時間での研修の効果が高まると考えられま

す。ご不明な点は、お気軽にご相談ください。 

℡ ０９５７－５３－１１８６ （企画課直通） 

 企画課 ～「出前講座」について、お気軽にご相談ください！ ～ 

子どもたちの学びと未来を見つめる 

 

研修部長 佐藤 雄一      

 お電話の際は、次の内容をお知らせください。 
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研修部長あいさつ １ 

企画課から １ 

義務教育研修課から ２ 

高校教育研修課から ２ 

特別支援教育研修課から ３ 

教育相談室から ３ 

公開講座・県内教育研究所連

盟教育フォーラムのご案内 

４ 

目次 

先生方の負担を軽減した研修機会を提供するため、教育センター所員が依頼校やその近隣の会場で実施する「出

前講座」を行っています。昨年度に引き続き、今年度も多数のご依頼をいただいています。 

 

 ① 希望講座内容・ねらい 

 ② 内容の柱立て（講義・研究協議など） 

 ③ 希望日時（第１～第３希望） 

  （原則２時間以上でお願いします。） 

 ④ 参加予定人数 

 ⑤ 実施場所    など   

「出前講座」受講者の感想 

・ 学習指導要領改訂のポイントから実践例を踏まえた説明で 

 非常にわかりやすかった。通常の校内研修では詳しい内容を 

 学習する機会が少ないため、とてもいい学習となった。 

 （小学校教諭） 

・ 何度か出前講座に参加することがあったが、現地にきてい 

 ただき、最新の教育の内容・情報を講義していただけるのは 

 本当にありがたい。（中学校教諭）  
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◆ 第２号では各ページに、 

 各課・室が実施した研修講 

 座等の感想を掲載していま 

 す。 

※所員の出張費等は 

 センター負担です。 



 義務教育研修課 ～ 小学校国語科 文学的文章教材における「教えて考えさせる授業」の実践 ～ 

 ６月に県内の公立小学校で、「スイミー」（光村図書２年上） 

を題材とした「教えて考えさせる授業」についての出前講座を

行いました。講座の内容は、①所員による飛び込み授業、②参

加者全員による研究協議、③所員による講義の三つの柱です。 

今回は特に、授業の内容についてお伝えします。 

 詳しい内容については「玖島の杜」をご覧下さい。 
 

  所員による飛び込み授業 

 ～「スイミー」第１場面を題材として～ 

 「スイミー」は、一匹だけ真っ黒で、泳ぐのが誰よりも速い

魚である主人公、スイミーの物語です。 

 体言止めの表現が特徴的で、海の生物の描写も「たとえ」の表

現が印象的です。さらに、作者レオ・レオ二の美しい挿絵が物

語の展開を支えています。 

 今回の実践では、「場面の様子について、登場人物の行動を

中心に想像を広げながら読むこと」をねらいとして、教材の価

値と子どもの実態を考慮し、授業を行いました。 
 

単元の目標 

  物語の展開に即して場面の

様子やスイミーの行動の変化

を理解し、その様子を豊かに

想像しながら読むことができ

る。（読むこと） 
 

授業の実際（読み 第１場面） 

 子どもたちは、教師の範読を聴き、「音読名人になろう」

という単元のめあてをたてました。 

 第１場面の「教える」過程では、まず挿絵を見せました。    

次に「誰がいますか」と発問し「小さな赤い魚の兄弟たち」

と「スイミー」という登場人物を絵から確認しました。 

 それから、「教科書にも書いてあるね」と言いながら、絵か

ら読み取ったことを、文でしっかりと確認しました。その上で

「絵と文から読み取る」というコツを教えました。 

そのコツを使って「考えさせる」過程では、スイミーの特徴

を読み取ることで、主人公を含めた人物の設定をとらえること

ができました。 

すべての子どもが安心して学習し、「わかる喜び」を得るこ

とができた授業となりました。 

 

  付箋を用いた授業研究の効果 
 

 これにより、長所、課題などを視覚化することができ参加者

全員がお互いの視点を共有することができます。 

 また、授業研究に参加できない先生

方の意見も、記入した付箋をいただく

ことにより、授業研究に反映させるこ

とができます。 

 このようにしてつくったマトリック

スを中心に、課題を明確化し、改善策

を協議してみてはいかがでしょうか。 

 多様な生徒がいる中、すべての生徒を満足させる完璧な授業

はありえませんが、私たちは教師である以上「質の高い授業」

を追求し続けなければなりません。 

 ところが、実際には研究授業や授業研究の場が減っているの

ではないでしょうか。そこで、今回は限られた時間の中で効果

的に行うことができる「付箋を用いた授業研究」の一例を紹介

します。 
 

  付箋を用いた授業研究の方法 
 

１ 授業観察のポイントを決める  

 予め「単元計画・授業計画」「発問・板書」「生徒の活動」

など授業観察のポイントを決めておきます。 
 

２ ２色の付箋に記入する。 

 観察者は授業を見ながら、２色の付箋に良かった点、課題

となる点を簡潔に書き込みます。 
 

３ 記入した付箋をマトリックスに貼る。 

 授業研究時に白板等に書いたマトリックスに貼ります。 

 

４ マトリックスをもとに授業研究を行う。 

 高校教育研修課 ～ 効果的な授業研究を行うために ～ 
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良い点 

課 題 

単元計画 教材選択 発 問 生徒の活動 

セ32「高校教科指導リーダー育成研修講座」受講者の感想 

  授業の問題点を客観的にとらえ、改善すべき点を明らかに 

 することができた。さらに、改善の方法を付箋で出し合い、 

 着手可能なものとそうでないものに分類することで、個人の 

 授業の改善だけでなく、教科会全体で生徒の学力向上に向け 

 てどう取り組んでいくかの共通理解ができた。この方法であ 

 れば、限られた時間を有効に使うことができ、教科会の活性 

 化につながると思った。 

セ35「公立高等学校若手教職員（5年目）研修」受講者の感想 

  著作権については知らなかったこと、気にしていなかった 

 ことがたくさんあり、とても勉強になった。また、常に「著 

 作権」ということを頭に入れておかなければならないことが 

 分かった。教科の演習で、付箋を使って授業研究することや 

 ＩＣＴの活用について、新しいことを学ぶことができてとて 

 もよかった。 

出前講座「教えて考えさせる授業」受講者の感想 

・ 「教えて考えさせる授業」は、子ども一人一人を本当に

大切にし、しっかりと理解させて、学習意欲を高めること

ができる授業のスタイルだということがよくわかった。  
・ 子どもたち一人一人が安心して課題に向かうことができ 

 ていた。少しずつ取り入れながら授業をよりよくしていき 

 たいと思った。 



  特別支援教育スキルアップ研修会 

 この研修会は、ＬＤやＡＤＨＤ、高機能自閉症などの、発達障

害等のある特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒に対する

指導力の向上をめざすことを目的として、夏季休業中に県内７会

場で実施するものです。研修内容は次のとおりです。 
 

①講義「特別支援教育の現状と発達障害への基本的な指導方法」 

  特別支援教育に関する国の施策、本県の現状や発達障害の認

知特性、基本的な指導方法等に関する講義です。 
 

②実践発表「発達障害等特別な支援が必要な幼児児童生徒への適 

 切な支援」 

  昨年度までは、校種別に分かれて実践発表を行っていました

が、参加者から｢他の校種の実践も知りたい｣という意見が多数

あったことから、今年度は、「幼・保」「小・中」「高」の３

つの実践発表を参加者全員で聴講できるようにしています。 
 

③協議・演習「事例に対する方策を考える」 

ブレインストーミングの手法を用いて、事例に対する指導や

支援方法を話し合います。 

本研修会に参加した先生方につきましては、各学校において

伝達研修を行っていただきますよう、お願いいたします。 

  

   

  

  

 

 

 

 ３期・４期の特別支援教育研修課主催の希望者研修 

多くの先生方の受講をお待ちしています。 
 

○１０月２７日～２８日 

「通常学級における発達障害の 

 ある幼児児童生徒への支援の 

 在り方研修講座～つまずきの 

 理解から支援の在り方まで～」 

 通常学級に在籍する発達障害

のある幼児児童生徒に対する理

解を深めるとともに、具体的な指導や支援方法について研

修します。 
 

○１１月２５日～２６日 

「自立活動の授業づくり研修講座 

          ～見直そう自立活動の指導～」 

 学習指導要領に示されている２６項目の中から必要な項

目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容

を設定する方法について、事例を通して学びます。 

 また実践発表を通して、具体的な指導の在り方について

研修を深めます。 

 特別支援教育研修課 ～特別支援教育スキルアップ研修会及び３・４期の希望者研修のご案内～ 

 教育相談室 ～ 学校カウンセリング（児童生徒理解の大切さ） ～ 
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 児童生徒理解の必要性はここにあります。子どもの心の内

面を理解するだけでなく、子どもが信頼する人（親や教師）

に自分のことを真に受け入れてもらえたという体験は子ども

に充足感を与え、大きな心の安定と自己肯定感、人を信じる

心を与えてくれます。子どもは安定した心の状態で大きく成

長することができるのです。 

 教師として厳しく指導するだけでなく、このようにあるが

ままを受け入れ「相手をわかろうとする」姿勢が、学校カウ

ンセリングを進める上で大切であることはまちがいありませ

ん。 

＜参考文献＞ 

「だれもが身につけたい生徒指導・教育相談の技法」 

                 全国教育研究所連盟編 

「小学館版 学習まんが人物館エジソン」  竹内 均 監修 

 学校カウンセリングを進める上でまず大切にしなければな

らないものは児童生徒に対するカウンセリングマインドを生

かした理解です。言葉を換えると「相手をわかろうとする」

姿勢を持つことです。 

 ところで発明王エジソンは、

「自分がこれほどまでに業績を

残せたのは二つの宝があったか

らだ」と言い遺しています。そ

して、そのうちの一つの宝とし

て「母親の存在」をあげていま

す。 

子どもの頃、エジソンは「ガチョウは卵を産むのにどうし

て人間は卵を産まないの？」「なぜ１＋１＝２なの？」と聞

くなど、旺盛な好奇心から「なぜ？」を連発し、大人たちを

質問攻めにしていました。このようなことが重なったエジソ

ンは担任の先生から「授業に関係ない質問ばかりして妨害す

る」といわれ、退学させられました。 

しかし母親は「我が子は、ただ人一倍物事に対して好奇心

が強いため容易に納得することができないだけです」といっ

てその後は母親が勉強を教え、発明者としての基礎を培い、

そして多くの発明につながりました。後年エジソンは母親が

自分のことを本当に理解してくれたことに深く感謝していた

と伝えられています。 

セ28「教育相談の基礎・基本研修講座」受講者の感想 

・ 基本的な事項から具体的な方法まで紹介していただ 

 き、明日からでも使えそうで、非常に参考になった。 

 自分が実践していくことはもちろんのこと、それをも 

 とに他の職員に紹介することを通して、教育相談の大 

 切さを伝えていきたい。 

・ 実践に視野をおき、必要なエッセンスをコンパクト

にまとめてあったため無理なく学ぶことができた。

基礎となるスタンス、基本となる手法については、

常に内省をし、一人よがりになっていないか点検す

る必要を感じた。 

セ10「特別支援教育担当者研修講座②（新任）」受講者の感想 

 基礎的なことが学べ、１年間の指導の見通しが持てた。また、特別支援学校での実習は参考になることが多く、

授業への取り組ませ方や学習環境の整え方など勉強になった。今後の指導に生かしたい。 

セ34「特別支援教育コーディネーター養成研修講座」受講者の感想 

 実践発表及び演習は、すぐさま現場に生かすことができるので大変ありがたかった。伝達講習を行い、全職員が

理解できるようにしたい。 



〒856-0834 

長崎県大村市玖島１丁目２４－２ 

センター通信 第２号 

総務課 
  電話 ：0957（53）1131 
  FAX ：0957（54）0578 

企画課 

  電話 ：0957（53）1186 

  FAX ：0957（53）1190 

義務教育研修課 

  電話 ：0957（53）1132 

  FAX ：0957（54）6496 

高校教育研修課 

  電話 ：0957（54）6341 

  FAX ：0957（54）6496 

特別支援教育研修課 

  電話 ：0957（53）1130 

  FAX ：0957（52）9242 

教育相談室 

  電話 ：0957（52）9241 

  FAX ：0957（52）9242 

 公開講座「 情報モラル 光と影 」のご案内 

  

 期 日：平成22年8月26日（木）13:00～16:00 

                （12:30受付開始） 
 

 会 場：長崎県教育センター 本館５Ｆ大講堂 
 

 参加費：無料 
 

 申込み：電話、または、学校支援サイト「玖島の杜」 

     （高等学校 → 情報の部屋）申込みフォーム 

     への入力 
 

 内 容 
 

  13:05～14:05 講演「 情報モラル 影の部分 」 
 

    長崎県警察本部生活安全部生活安全企画課 

                 調査官 藤原敏昭 
 

  14:15～15:45 講演「 情報モラル 光の部分 」 
 

    鳴門教育大学大学院      准教授 藤村裕一 

 平成22年度長崎県内教育研究所連盟 

教育フォーラムのご案内（一次案内）  

１ 研究主題  

  『確かな学力』と『豊かな心』をはぐくむ 

  新しい学校教育の創造 

２ 日時 

  平成23年１月24日（月）9:45～16:00 

３ 会場 

  長崎県教育センター 

４ 内容 

 ○研究発表を行う団体 

   長崎市教育研究所・佐世保市教育センター・長崎県教育センター 

 ○研究発表の内容 

   特別支援教育・教育相談・生徒指導（不登校）・道徳教育 

 ○講演（演題および講師については、現在調整中です。） 

Page 4 

 

 新しい学習指導要領には、情報モラルの指導が追

加されています。各学校における計画的な指導が

必要です。 

お申し込みは、教育センターへ直接お電話くださ

い。Webページ上の受付フォームへの入力でも可

能です。この機会をぜひご活用ください。 

玖島の杜 

長崎県教育センター 

平成21年度「教育フォーラム」参加者の感想 
・ 児童生徒の国語での課題について分析を加えながら具体的に実践を行っていた。 
 様々な授業の工夫が児童生徒の「書くこと」の変容につながっており、感心させら 
 れた。 
・ 道徳と教科との関わらせ方が大いに参考になった。各教科の指導内容を見ていく 
 なかで、関係させられるところを見つけていく作業が大変かとは思うが、総合的な 
 学習の時間や特別活動などと関連させていくと、さらに効果もあるのではないかと 
 思った。 
・ なぜ言語活動の充実なのか、なぜ今「教えて考えさせる授業」が必要なのか、具 
 体的に説明があり、とてもわかりやすかった。   

長崎県教育センターWebページ 

学校支援サイト「玖島の杜」 



 

 各教科の部屋 

３ 
各教科の部屋には、「講座報告」や「各種案

内」、「学習教材」、「学習指導案」など授業に

役立つものがたくさんあります。随時更新してい

ますので、定期的にご覧ください。 
４ 

それぞれの部屋をクリックすると、教科以外の

「教えて考えさせる授業」や「言語活動」等に

関する資料があります。 

先生方の専門性を磨くための資料を 

提供します！ 

教科以外の部屋 

２ 
所定のID・パスワードでログインすると右のようなメ

ニューが表示され、「小学校」「中学校」「高等学

校」をクリックすると、さらに下のように各教科が表

示されます。 

高等学校「地歴・公民」の部屋 「教えて考えさせる授業」の部屋 



１ 
ログインIDとパスワードを入力します。 

（ご存知でなければ、管理職にお問い合わせください。） 

ログインボタンをクリックします。 

玖島の杜 

「玖島の杜」を開く（次のいずれかでＯＫ!） 
 

 ・教育センターTopページの「玖島の杜」をクリック 
 

 ・インターネットで検索 
 

 ・URLを入力 （入力後Enterキーを押す）          

パスワードについて 
 著作権保護の観点から、県内の教職員の方々だけが閲覧可能というコンテンツがあります。そのためWeb

ページにアップしている資料の一部には、やむを得ずパスワードを設定しているものがあります。パスワード

は、すでに各学校あてにお知らせしていますが、ご存知でなければ管理職へおたずねください。 

「玖島の杜」 学校支援サイト 



長崎県教育センターTopページを開く（次のいずれかでＯＫ!）  
 

 ・インターネットで検索 

 

 ・URLを入力 

    

長崎県教育センター 

 

（入力後Enterキーを押す） 



長 
崎県教育センターTopページの

「学力向上教材事例」をクリッ

クし、所定のパスワードを入力

すると、右のような長崎県学力向上「活用

教材」のページが表示されます。 

パスワードについては、管理職にお問い 

合わせください。 

学力向上の具体的なヒントを提供します！ 

平成21年度 中学校１年生 英語「問題用紙」 

学力向上「活用教材」 

学 
習内容を定着させるために、学習したことを活用し、

理解を深化させることができる教材を提供していま

す。教師の意図にあわせて、加工することも可能で

す。 

基礎・基本チャレンジ問題 

基 
礎・基本チャレンジ問題をクリックすると、本県の学力向上に

おける重点課題に対応した問題を見ることができます（平成21

年度実施分）。各小・中学校においては、授業改善や個別指導

の充実に、ぜひご活用ください。なお今年度分の問題は10月下旬に掲載

する予定です。 

 また、授業の様々な場面で利用したり、学習内容の定着を確認したり

できる「基礎・基本問題」「実態把握問題」も併せてご活用ください。 

小学校５・６年生 国語「書くこと」の活用教材 




